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令和 2年 第 2回臨時会・第3 回定例会報告号

副議長選挙投票のようす（９月１８日）
※選挙投票のため、執行部職員の一部が退席しております。
副議長選挙投票のようす（９月１８日）
※選挙投票のため、執行部職員の一部が退席しております。

令
和
元
年
度
一般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
は
じ
め

特
別
会
計
な
ど
決
算
関
係
11
議
案
を
認
定

令
和
元
年
度
一般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
は
じ
め

特
別
会
計
な
ど
決
算
関
係
11
議
案
を
認
定

就
任
の
あ
い
さ
つ

　

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
（
８
月
７
日
）
お
よ
び
令
和
２
年
第
３
回
定

例
会（
９
月
１
日
〜
18
日
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、「
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
｛
令
和

２
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）｝」
の
専
決
処
分
１
議

案
、「
令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）」
な
ど
２
議

案
、
あ
わ
せ
て
３
議
案
を
可
決
し
、
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
１
議
案
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、「
令
和
元
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
」
な
ど
決
算
関
係
11
議
案
、「
令
和
２
年
度
八
潮
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
７
号
）」な
ど
補
正
予
算
関
係
10
議
案
、
そ
の
他「
市
道

路
線
の
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
６
議
案
、
あ
わ
せ
て
27
議
案
を
可
決
し
、

ま
た
、議
員
提
出
議
案
３
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

新
し
い
副
議
長

決
ま
る

副
議
長  

金
子 

壮
一

か
ね
　
こ

そ
う 

い
ち

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
去
る
9
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
多
数

の
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　
職
責
の
重
要
性
を
認
識
し
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
市
議
会
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
声
に
し
っ

か
り
と
耳
を
傾
け
、
市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

市
議
会
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



２

令和2年（２０20年）11月

令和元年度八潮市一般会計歳入歳出決算の概要

　

令
和
元
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
歳
入
総
額
は
、
３

２
０
億
８
８
０
９
万
４
千
円
、
歳
出
総
額
は
３
０
７
億
２
９
５
５
万
９

千
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
13
億
５
８
５
３
万
５
千
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
５
１
８
０

万
２
千
円
を
差
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
13
億
６
７
３
万
３
千
円
で
、

単
年
度
収
支
額
は
、
マ
イ
ナ
ス
２
億
８
６
７
３
万
６
千
円
で
し
た
。

　

な
お
、
令
和
元
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
概
要
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市税　54．1%
173億7，009万7千円
市税　54．1%
173億7，009万7千円

国庫支出金　16．4%
52億6，423万2千円
国庫支出金　16．4%
52億6，423万2千円

討  

論

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
反
対
の
立
場

か
ら
討
論
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
10
月
に
消
費
税

率
10
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
茂
木
大
臣

は
、
景
気
拡
大
期
間
は
「
戦
後
最
長

に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
発
言
し
、

安
倍
首
相
も
「
戦
後
最
長
」
の
景
気

拡
大
だ
と
繰
り
返
し
た
中
で
の
引
き

上
げ
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
令
和
２
年
７
月
30
日

の
内
閣
府
・
第
19 

回
「
景
気
動
向
指

数
研
究
会
」
は
、
平
成
24
年
12
月
か

ら
始
ま
っ
た
景
気
拡
大
局
面
は
平
成

30
年
10
月
に
終
了
し
、
後
退
に
転
じ

た
と
認
定
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
率
へ
の
引
き
上
げ
が
経
済

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
が
、

そ
の
１
年
前
か
ら
景
気
が
下
降
し
て

い
た
中
で
、
国
民
に
重
い
負
担
を
強

い
た
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民

の
暮
ら
し
応
援
の
施
策
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

長
寿
祝
金
支
給
人
数
が
、
前
年
度

の
ほ
ぼ
半
分
の
１
０
６
１
人
に
な
り

ま
し
た
。
支
給
年
齢
を
７
段
階
か
ら

３
段
階
に
す
る
こ
と
で
、
特
に
昨
年

度
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
た
、
77
歳
・

90
歳
支
給
段
階
が
な
く
な
る
こ
と
で
、

大
幅
な
減
少
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
額

措
置
の
見
直
し
は
、
特
に
所
得
水
準

の
少
な
い
方
々
の
負
担
を
増
や
し
ま

し
た
。
消
費
税
増
税
に
上
乗
せ
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
会
計
へ
の
操
出
金

で
は
、
前
年
度
に
続
い
て
「
そ
の
他

分
」
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

国
保
加
入
者
に
と
っ
て
は
県
下
一

高
い
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
整
備
事
業
で
は
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
さ
れ

た
事
業
者
と
の
間
で
「
建
設
工
事
基

本
設
計
・
実
施
設
計
業
務
委
託
」
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
基
本
設

計
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
技
術
提
案
発
表
会
で
出
さ

れ
た
案
を
、
一
部
手
直
し
が
あ
る
も

の
の
概
ね
踏
襲
す
る
形
で
進
ん
で
き

ま
し
た
。

　

本
整
備
事
業
に
あ
た
り
、
建
設
事

業
費
の
縮
減
に
つ
い
て
度
々
言
及
が

あ
り
ま
し
た
が
、
縮
減
の
た
め
の
精

査
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
案
そ
の
も
の
の

見
直
し
を
含
む
よ
り
積
極
的
な
対
応

に
つ
い
て
は
、
疑
問
に
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

給
食
運
営
事
業
で
は
、
不
適
切
な

調
理
方
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
事
業
者
へ
の
支
出
は
大
変
問
題

で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

最
後
に
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て

は
計
画
的
な
事
業
推
進
を
図
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
よ
り
市
民

生
活
に
寄
り
添
っ
た
市
政
運
営
を
求

め
討
論
と
し
ま
す
。

反
対
討
論
（
日
本
共
産
党
）

賛
成
討
論
（
平
成
ク
ラ
ブ
）

　

令
和
元
年
度
に
お
け
る
我
が
国
経

済
は
、
海
外
経
済
の
減
速
等
を
背
景

に
外
需
が
弱
い
も
の
の
、
雇
用
・
所

得
環
境
の
改
善
等
に
よ
り
、
内
需
を

中
心
に
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
影
響
に
よ
り
内
外
の

経
済
は
大
変
厳
し
い
情
勢
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
様
な
中
、
本
市
に
お
け
る
令

和
元
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
を
見
ま
す
と
、
歳
入
総
額
で

は
、
３
２
０
億
８
８
０
９
万
４
３
５

０
円
で
、
予
算
に
対
す
る
収
入
率
は

99
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
市
税
を
は
じ
め

と
す
る
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て

頂
く
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
総
額
で
は
、
３
０
７

億
２
９
５
５
万
８
６
４
６
円
で
、
予

算
に
対
す
る
執
行
率
は
95
・
９
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
予
算

化
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
必
要
性
や
優
先
度
、
事
業
効
果
な

ど
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
的
に
活
用
し
、
概
ね
執
行
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
引
き

続
き
、
費
用
対
効
果
を
念
頭
に
取
り

組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
主
な
取
り
組
み
と

し
て
、
ま
ず
、
企
画
財
政
関
係
で
は
、

「
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
」
に
係
る

業
務
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
に

あ
た
っ
て
は
市
民
意
見
を
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
新
庁
舎

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
福
祉
関
係
で
は
、
待
機
児

童
対
策
と
し
て
、
３
カ
所
の
民
間
認

可
保
育
所
お
よ
び
４
カ
所
の
小
規
模

令
和
元
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
、
討
論
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

民生費　43．3%
132億8，927万9千円
民生費　43．3%
132億8，927万9千円

土木費　14．7%
45億91万1千円
土木費　14．7%
45億91万1千円

総務費　14．5%
44億4，848万7千円
総務費　14．5%
44億4，848万7千円

公債費　8．7%
26億5，786万8千円
公債費　8．7%
26億5，786万8千円

教育費　7．3%
22億5，592万円
教育費　7．3%
22億5，592万円

衛生費　5．9％
18億2，574万6千円
衛生費　5．9％
18億2，574万6千円

消防費　3．2%
9億9，275万3千円
消防費　3．2%
9億9，275万3千円

商工費　1．2％
3億8，049万5千円
商工費　1．2％
3億8，049万5千円

議会費　0．8％
2億5，663万7千円
議会費　0．8％
2億5，663万7千円

その他　0．4%
1億2，146万3千円
その他　0．4%
1億2，146万3千円

県支出金　5．8%
18億4，288万9千円
県支出金　5．8%
18億4，288万9千円

繰越金　5．2%
16億7，093万1千円
繰越金　5．2%
16億7，093万1千円

地方消費税交付金
5．0%
15億9，407万円

地方消費税交付金
5．0%
15億9，407万円

諸収入　4．6%
14億6，171万7千円
諸収入　4．6%
14億6，171万7千円

その他　4．0%
13億931万9千円
その他　4．0%
13億931万9千円

市債　3．4%
10億8，530万円
市債　3．4%
10億8，530万円

繰入金　1．5%
4億8，953万9千円
繰入金　1．5%
4億8，953万9千円

歳 出
307億2,955万9千円
歳 出

307億2,955万9千円
歳 入

320億8,809万4千円
歳 入

320億8,809万4千円

保
育
施
設
の
整
備
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
す
る
な
ど
、
福
祉
政
策
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

　

次
に
、
都
市
基
盤
関
係
で
は
、（
仮

称
）
外
環
八
潮
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

の
早
期
整
備
に
向
け
、
都
市
計
画
事

業
認
可
を
受
け
た
こ
と
は
、
北
部
拠

点
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
進

む
も
の
と
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
関
係
で
は
、
市
内
す

べ
て
の
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
た
こ
と
は
、
児
童
生
徒
が
意
欲

を
も
っ
て
学
べ
る
学
習
環
境
を
確
保

し
た
も
の
と
評
価
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
庁
舎
の
建
て
替
え
を

は
じ
め
、
多
額
の
財
政
需
要
が
見
込

ま
れ
る
中
、
今
後
も
引
き
続
き
増
大

す
る
行
政
需
要
に
対
し
、
的
確
に
対

応
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
財
源
の
確

保
、
効
率
的
な
行
政
運
営
に
心
掛
け
、

「
住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち

八
潮
」
の
実
現
に
向
け
、
各
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
し
て
、
令
和
元
年

度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
、
賛
成
の
意
を
表

し
、
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

　

右
記
の
討
論
の
ほ
か
、
令
和
元
年

度
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

日
本
共
産
党（
反
対
）と
公
明
党（
賛

成
）、
令
和
元
年
度
八
潮
市
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
（
反
対
）

と
平
成
ク
ラ
ブ
（
賛
成
）、
令
和
２

年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）、
令
和
の
会
（
反
対
）
と

平
成
ク
ラ
ブ
（
賛
成
）
の
そ
れ
ぞ
れ

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆・◇・◆
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●市長提出議案処理結果一覧表

令和２年第2回臨時会

令和２年第３回定例会

付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

付託省略

〃

〃

原案可決

〃

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

専決処分の承認を求めることについて｛令和２年度八潮市一般会計補正予算（第５号）｝

令和２年度八潮市一般会計補正予算（第６号）

令和２年度八潮市上水道事業会計補正予算（第１号）

議案第70号

議案第71号

議案第72号

公明共産令和市民声は維新

○

○

○

平成

　　【〇は賛成、×は反対】

●議員提出議案処理結果一覧表
付託省略

〃

原案可決

原案否決

○

×

○

×

×

○

×

○

×

○

×

○

児童・生徒に安心で安全な学校給食を提供することを求める決議

児童・生徒に安全で安心な学校給食を提供することを求める決議

議第10号議案

議第11号議案

○

×

●市長提出議案処理結果一覧表
付託委員会 議決結果件　　　　名議案番号

総文・建水・福環

福環

建水

〃

〃

〃

〃

〃

福環

〃

建水

総文・建水・福環

福環

建水

〃

〃

〃

〃

福環

〃

建水

付託省略

〃

〃

〃

〃

〃

原案認定

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案同意

〃

〃

原案可決

〃

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

令和元年度八潮市一般会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度八潮市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度八潮市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度稲荷伊草第二土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度大瀬古新田土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度西袋上馬場土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度八潮南部東一体型特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度八潮市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度八潮市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年度八潮市上水道事業決算の認定について

令和２年度八潮市一般会計補正予算（第７号）

令和２年度八潮市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和２年度稲荷伊草第二土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和２年度鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和２年度大瀬古新田土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和２年度西袋上馬場土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和２年度八潮南部東一体型特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

令和２年度八潮市介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和２年度八潮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

市道路線の認定について

八潮市公平委員会委員の選任について

八潮市公平委員会委員の選任について

八潮市公平委員会委員の選任について

令和２年度八潮市一般会計補正予算（第８号）

物品購入契約の締結について

物品購入契約の締結について

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第84号

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第89号

議案第90号

議案第91号

議案第92号

議案第93号

議案第94号

議案第95号

議案第96号

議案第97号

議案第98号

議案第99号

公明共産令和市民声は維新

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

平成

　※ 総文…総務文教、建水…建設水道、福環…福祉環境

●議員提出議案処理結果一覧表

付託省略

〃

〃

〃

〃

原案可決

〃

原案否決

原案可決

原案否決

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

オウム真理教（アレフ）に対する観察処分期間の更新等を求める意見書

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

子どもたちの学び、心身のケア、安心安全な教育環境を保障するために少人数学級の実施を求める意見書

柔軟仕上げ剤等家庭用品に含まれる香料の成分表示等を求める意見書

新型コロナウイルス感染者情報の公表及び市ＰＣＲ検査センターへの財政的支援を求める意見書

議第12号議案

議第13号議案

議第14号議案

議第15号議案

議第16号議案

○

○

×

×

×

※ 平成…平成クラブ、公明…公明党、共産…日本共産党、令和…令和の会、市民…市民と市政をつなぐ会、声は…声は力の会、維新…八潮維新の会

議案の処理結果



６
番
　
金
子
　
壮
一

13
番
　
朝
田
　
和
宏

2
番
　
矢
澤
　
江
美
子

8
番
　
林
　
雄
一

一般質問から

学
校
給
食
に
つ
い
て

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」の
設
置
に
つ
い
て

学
校
給
食
食
中
毒
事
件
へ
の

対
応
に
つ
い
て

市
民
と
の
対
話
に
よ
る
共
生
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

18
番
　
小
倉
　
順
子

各
種
健
康
診
査
に
つ
い
て

Q

QＡ
　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

の
一
般
質
問
は
、
9
月
15

日
・
16
日
・
17
日
の
３
日
間

に
わ
た
り
、
13
人
の
議
員
が

25
項
目
の
質
問
事
項
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
各
議
員
の

主
な
質
問
と
、
そ
れ
に
対
す

る
市
の
見
解
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
11
月

下
旬
に
更
新
予
定
の
八
潮
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
議
員
名
の
上
の
番
号
は
、議
席
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

  　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
集

団
検
診
で
実
施
す
る
、
胃
が

ん
・
肺
が
ん
検
診
お
よ
び
乳
が
ん
検

診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検
診
の
受
入

れ
人
数
を
制
限
し
て
い
る
た
め
、
よ

り
多
く
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
は

２
回
、
乳
が
ん
検
診
は
１
回
、
既
に

日
程
を
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
委
託
医
療
機
関
で
行
う
個

別
検
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
と
ん

ど
の
検
診
が
11
月
末
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
地
元
医
師
会
と
協
議

し
た
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
が
予
測
で
き

な
い
こ
と
、
ま
た
、
医
療
機
関
に
お

い
て
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
へ
の
対
応
等
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
受
診
期
間
は
延
長
せ
ず
に
実

施
し
た
い
と
の
意
向
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
本
市
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
延
長
は
し
な
い
も
の
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
国
や
県
か
ら
の
通
知
に

留
意
し
、
地
元
医
師
会
等
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
感
染
防
止
対
策
を

図
り
、
多
く
の
方
に
健
康
診
査
を
受

診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

QＡ 　

市
長
は
、
学
校
給
食
食
中
毒

の
被
害
に
遭
っ
た
児
童
生
徒
お

よ
び
保
護
者
へ
の
対
面
で
の
謝
罪
を

考
え
て
い
ま
す
か
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
対
面
で
の
謝
罪
が
難
し
け
れ
ば
、

早
急
に
学
校
に
出
向
き
校
内
放
送
を

通
じ
て
謝
罪
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

 

　

被
害
に
遭
っ
た
児
童
生
徒
、

保
護
者
等
へ
の
対
面
で
の
謝
罪

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
行

う
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

謝
罪
に
つ
い
て
は
、
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
た
め
、
教
育
委
員
会
や
各

学
校
現
場
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ 　

死
亡
届
が
提
出
さ
れ
た
際
、

手
続
き
を
ま
と
め
た
「
ご
遺
族

の
為
の
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

（※
）」を
遺
族
に
渡
す
こ
と
に
つ
い
て

※

故
人
の
保
険
証
返
納
、
遺
族
年
金

請
求
、
各
種
振
り
込
み
、
引
き
落
と

し
な
ど
の
手
続
き
等
の
説
明
書

 

　

必
要
と
な
る
手
続
き
、
お
よ

び
担
当
課
を
ま
と
め
た
「
異
動

に
伴
う
手
続
き
の
お
知
ら
せ
」
の
文

書
を
遺
族
に
配
布
し
て
、
ご
案
内
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

今
後
は
、
他
市
の
「
ご
遺
族
の
為

の
お
く
や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
参

考
に
遺
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

QＡ 　
自
校
方
式
・
セ
ン
タ
ー
方
式
、

そ
れ
ぞ
れ
設
置
に
要
す
る
費
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

　

試
算
で
は
、
15
校
の
自
校
方

式
の
設
置
費
の
合
計
は
、
学
校

給
食
審
議
会
に
提
出
し
た
資
料
に
よ

り
ま
す
と
、
時
期
や
工
期
お
よ
び
工

法
等
に
よ
っ
て
変
動
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
約
41
億
円
程
度
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
費
用
に
は
、
人
件
費

等
の
年
間
運
営
費
、
維
持
管
理
費
は

含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
方
式
の
設
置
に

伴
う
費
用
の
合
計
は
、
試
算
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
時
期
や
工
期

お
よ
び
工
法
等
に
よ
っ
て
変
動
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
約
29
億
円

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
費
用
に
は
、
用
地
代

金
や
人
件
費
等
の
年
間
運
営
費
、
維

持
管
理
費
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

QＡ 　

広
聴
事
業
の
取
り
組
み
に
関

し
て
、
若
者
や
子
育
て
世
代
の

意
見
を
市
の
施
策
に
活
か
す
工
夫
に

つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

  

　

八
潮
市
で
は
、
市
民
か
ら
の

市
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
等

を
把
握
し
、
市
政
運
営
に
活
か
す
た

め
、
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
制
度
、
市

民
意
識
調
査
、
市
長
と
ま
ち
づ
く
り

を
語
る
集
い
等
の
広
聴
事
業
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
制
度
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

で
も
投
書
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

若
者
や
子
育
て
世
代
を
含
む
幅
広
い

年
代
の
方
が
い
つ
で
も
市
に
対
し
て

意
見
・
提
案
等
が
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
意
識
調
査
に
お
い
て

も
、
年
齢
別
構
成
比
に
よ
る
等
間
隔

無
作
為
抽
出
に
よ
っ
て
、
対
象
者
を

決
定
し
、
幅
広
い
年
代
の
方
々
か
ら

意
見
を
聴
取
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
若
者
や
子
育
て
世
代
を

含
む
幅
広
い
年
代
の
方
々
か
ら
の
声

を
聴
き
、
施
策
や
事
業
に
活
か
せ
る

よ
う
に
広
聴
活
動
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和2年（２０20年）11月
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